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インターネット禁煙指導に対する基礎的研究

健康と喫煙に関するインターネット調査
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目的　本論文の目的は，インターネット上での禁煙指導のための基礎資料として，インターネッ

卜利用者が「健康と喫煙」に関して，どのような意識を有しているか調査することである。

方法　質問紙を，本調査専用ホームページに1999年9月1日～1999年9月30日の間提示した。

結果　有効回答数は1,687人（パーソナルコンピュータ利用者）であった。喫煙しているにもか

かわらず「他人への喫煙」に関して“少し迷惑”と回答した者が女性で54％，男性で47％

であった。「禁煙補助剤の知識」は，いずれも70％を越す者が“名前だけ知っている”に回

答した。たばこにより多くの人が死亡していることについて「誰が悪いですか」は，男女

ともに，“規制しない国”と回答した者が，喫煙者では16％前後であったが非喫煙者では

30％を越えていた。

　通信機器利用方法における比較では，パーソナルコンピュータ利用者（1,687人）では，「喫

煙の有無」が“はい”639人37.9％，ネット対応携帯電話利用者（148人）では，“はい”79

人53.5％であり有意差があった。
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